
令和５年度 北海道中学校体育大会 

第４４回 北海道中学校剣道大会開催要項 

１．主  催  北海道中学校体育連盟  北海道教育委員会  稚内市教育委員会  北海道剣道連盟 

 

２．主  管  宗谷管内中学校体育連盟  稚内剣道連盟 

 

３．後  援  北海道・稚内市・北海道都市教育委員会連絡協議会・北海道町村教育委員会連合会 

        北海道中学校長会・稚内市校長会・（公財）北海道スポーツ協会・稚内市スポーツ協会 

        北海道ＰＴＡ連合会・札幌市ＰＴＡ協議会・北海道学校剣道連盟・北海道新聞社 

 

４．会  期  令和５年７月２９日（土）～３０日（日） 

 

５．会  場  稚内市総合体育館  住所：北海道稚内市富士見 4 丁目 

                  電話：０１６２－２８－１１１１ 

 

６．競技種目  団体戦（男子・女子）   個人戦（男子・女子） 

 

７．日  程 

【第 1 日目  ７月２９日（土）】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

【第 2 日目  ７月３０日（日）】 

 

 

 

 

 

 

＊ウォーミングアップは「8:10～8:50」とし、メインアリーナ及び２階体育室を使用すること。 

 

８．大会開催区分  北海道を札幌市及び１４管内に分けて行う。 

 

 

 

開 場 

8:30 

準 備 

受 付 ①（10:00～12:00 正面玄関） 

竹刀検量①（10:00～12:00 メインアリーナ） 

受 付 ②（13:00～15:00 正面玄関） 

竹刀検量②（13:00～16:00 メインアリーナ） 

監 督 会 議（15:00～15:30 自然の家プレイルーム） 

審 判 会 議（15:30～16:30 ２階体育室） 

公開練習（10:00～16:30 メインアリーナ） 

8:30 9:00 12:00 

開 場 

8:00 

開始式・個人戦（男子・女子） 

＊ともに決勝終了まで実施 

団体戦（男子・女子） 

 ①予選リーグ 

 ②決勝トーナメント 
表彰式 

8:00 9:00 12:30 16:00 16:30 



９．参加資格 

 （１）北海道中学校体育連盟に加盟する中学校・中等教育学校・義務教育学校に在籍する生徒で、北海 

    道中学校体育大会への出場資格を得て、当該学校長及び当該地区中体連会長が出場を認めた生徒 

    とする。 

 

 （２）年齢は、平成２０年４月２日移行に生まれた者に限る。 

 

 （３）前項以外の生徒が参加を希望する場合は、令和５年６月３０日までに、北海道中学校体育連盟に 

    申し出ること。 

 

 （４）参加生徒の引率者及び監督は、当該学校の校長・教員・部活動指導員とする。ただし、外部指導 

    者の引率及び監督業務の遂行が認められている札幌市については、その限りではない。 

 

 （５）外部指導者（コーチ）は校長が認めた者で北海道中学校体育連盟に登録された者とする。 

 

 （６）監督・引率者は、部活動の指導中の暴力等により、任命権者又は学校設置者から懲戒処分を受け 

    ていない者であること。外部指導者（コーチ）は校長から暴力等による指導措置がないこと。 

 

 （７）チームは、単一学校で編成されたものとする。 

 

 （８）北海道中学校体育大会に学校教育法第１３４条の各種学校（第１条に掲げるもの以外）と地域ス 

ポーツ団体等（地域クラブ活動）の参加を認める。 

 

 （９）北海道中学校体育大会における参加の特例 

    ◎学校教育法１３４条の各種学校在籍生徒 

     ①学校教育法第１３４条の各種学校（第 1 条に掲げるもの以外）に在籍し、北海道中学校体育 

      連盟の各地区予選会に参加を認められた生徒であること。 

     ②参加を希望する各種学校は以下の条件を具備すること。 

      Ａ 北海道中学校体育大会の参加を認める条件 

        ア 北海道中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

        イ 生徒の年令及び修業年限が我が国の中学校と一致している単独の学校で構成されて 

          いること。 

        ウ 参加を希望する学校にあっては、運動部活動が学校教育の一環として、日常継続的 

          に当該顧問教員の指導のもとに、適切に行われていること。 

      Ｂ 北海道中学校体育大会に参加した場合に守るべき条件 

        ア 北海道中学校体育大会開催基準を守り、出場する競技の大会申し合わせ事項等に従 

          うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

        イ 北海道中学校体育大会参加に際しては、責任ある当該校校長又は教員が生徒を引率 

          すること。また万一の事故発生に備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事 

          故対策を立てておくこと。 

        ウ 大会開催に要する経費については、必要に応じて応分の負担をすること。 

 



    ◎地域スポーツ団体等（地域クラブ）に所属する中学生 

     ①地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）に所属し、北海道中学校体育連盟の各地区予選会に 

      参加を認められた生徒であること。 

     ②北海道中学校体育大会に参加を希望する地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）は以下の条 

      件を具備すること。 

      Ａ 北海道中学校体育大会の参加を認める条件 

        ア 北海道中学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること 

        イ 生徒の年令及び修業年限が我が国の中学校と一致している（中学校に在籍している 

          生徒であること）。 

        ウ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）にあっては、日常継続的に代表者もしくは 

          指導資格を有する指導者の指導のもとに適切に行われていること。 

        エ 「運動部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガイドライン」 

          （令和４年１２月２７日スポーツ庁・文化庁発出）の「Ⅱ 新たな地域クラブ活動」 

          を遵守していること・ 

        オ 当該競技を管轄する北海道競技団体もしくは地区競技団体に登録されていること。 

          かつ同じ内容で地区中学校体育連盟に登録していること。 

        カ 北海道における予選会となる全ての大会において、競技役員や審判など運営上必要 

          な事項に協力すること。 

        キ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）で全国中学校体育大会につながる大会に参 

          加する場合、在籍中学校での大会参加は認めない。その逆も同様である。 

      Ｂ 北海道中学校体育大会に参加した場合に守るべき条件 

        ア 北海道中学校体育大会開催基準を守り、出場する競技種目の大会申し合わせ事項等 

          に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

        イ 北海道中学校体育大会参加に際して、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）にお 

          いては、責任ある代表者・指導者が生徒を引率すること。また、万一の事故発生に 

          備え、傷害保険等に加入するなどして、万全の事故対策を立てておくこと。 

        ウ 北海道中学校体育大会への参加に要する経費については、必要に応じて、応分の負 

          担をすること。 

        エ 団体競技における地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）名での出場は１チームの 

          みとする（複数のチームの参加はできない）。 

      Ｃ 参加を認めない場合 

        ア 北海道中学校体育大会の参加申込に際して、参加条件に虚偽の内容が判明した場合 

          は参加を認めない。 

     ③北海道中学校剣道大会の大会参加に関する細則 

      ＊地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の参加については以下の細則を設ける。 

      Ａ 北海道中学校体育連盟「参加資格の特例」を遵守していること。 

      Ｂ 北海道中学校体育連盟に登録し、参加を認められていること。 

        ア 団体戦については、地域移行モデル地区や自治体主導で地域移行を進めるために発 

          足した地域移行スポーツ団体、地域移行の受け皿となっているスポーツ団体等とす 

          る。 

        イ 個人戦については、所属する地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）からの参加と 

          する。 



        ウ 参加の許可については、北海道中学校体育連盟及び北海道中体連剣道専門委員会が 

          確認（団体戦については、自治体、教育委員会等から地域移行と認定された団体で 

          あること）を行い判断する。 

      Ｃ 所属する地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）が登録する所在地の地区中体連の予選 

会から参加する。 

      Ｄ 監督は、地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の指導者とする。 

      Ｅ 年度当初に所属中学校もしくは地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）のどちらから参加 

するかを申告する。期間は１年間とし、毎年更新する。年度途中で変更することは認めな 

い。 

      Ｆ ３年間同一団体から出場することが望ましい。 

      Ｇ 団体戦・個人戦ともに、１人１回のみの参加とする。 

      Ｈ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）からの出場は、団体戦については１団体１チー 

        ムのみとし、同一団体から複数チームの参加はできない。個人戦の１団体の出場枠は各 

        大会の規定による。 

 

 （１０）参加者は、開催要項に掲げる個人情報の取り扱いについて了承するものとする。 

 

 （１１）コーチの試合場への入場は認めるが、待機場所には現行通り監督及び選手しか入れないものと 

     する。 

 

１０．参加チーム数・人数 

 （１）団体戦 

    札幌市（男子２・女子１）、管内代表（１４）、開催地（１）、開催管内（１）の男子１８チーム、 

    女子１７チームとする。 

 

 （２）個人戦 

    札幌市及び１４管内から男女各４名いないとする。但し、開催地より更に４名を参加させ、６４ 

    名とする。 

 

１１．登録人数 

 （１）団体戦 

    監督１名、選手５名、補欠２名以内 計８名 

     （選手３名以上いれば、北海道・全国大会ともに参加を認める。但し４名の場合は次鋒を、 

      ３名の場合は次鋒と副将を欠とする。） 

 

 （２）個人戦 

    男女とも札幌市及び各管内から４名以内、更に開催地より４名とする。 

 

 

 

 

 



１２．大会細則 

 （１）（公財）全日本剣道連盟「剣道試合・審判規則・細則」及び令和５年度（公財）日本中学校体育 

    連盟剣道競技部申し合わせ事項による。 

    さらに、新型コロナウィルス感染症が終息するまでの暫定的な試合・審判の方法として、以下を 

    含めた試合・審判の方法とする。 

    ① 『主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドライン【暫定的な試合・審判の方法】』 

       （令和４年５月２７日（公財）全日本剣道連盟） 

    ② 『新型コロナウィルス感染症が収束するまでの暫定的な試合審判法』 

       （令和４年４月 ３日（公財）全日本剣道連盟） 

    ③ 『全剣連発出「主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドライン」を受けての試合・審 

      判に関する統一事項』解説映像（DVD） 

       （令和３年２月 （公財）全日本剣道連盟） 

 （２）『北海道中学校体育大会におけるインフルエンザ・新型コロナウィルス感染症等に関わる大会参加 

    等についての基本的な考え方』 

 

１３．試合方法 

 （１）団体戦 

    ア 男子団体戦は、予選１次リーグの１位による予選２次リーグを行い、予選２次リーグの１位 

      同士による決勝戦を行う。 

    イ 女子団体戦は、予選リーグの１位による決勝トーナメントを行う。 

    ウ 男子予選リーグ１次・２次及び女子予選リーグ 

     （ア）試合は３分３本勝負、時間内に勝敗が決しない場合は、引き分けとする。 

     （イ）得点は勝ちチームが３点、引き分けは１点、負けは０点とし、得点、勝者数、総取得本 

        数の順で予選リーグの順を決める。 

     （ウ）リーグ戦１位が３チームの場合は、登録選手７名の中から任意の代表者による代表者戦 

        を３分３本勝負、延長戦を２分区切りで勝敗が決するまで行う。 

     （エ）リーグ戦１位が２チームの場合は、登録選手７名の中から任意の代表者による代表者戦 

        を３分１本勝負、延長戦を２分区切りで勝敗が決するまで行う。 

    エ 女子決勝トーナメント１回戦～準決勝 

     （ア）試合時間は３分３本勝負、勝敗が決しない場合は引き分けとする。 

（イ）勝者数、総取得本数が同数になった場合、任意の代表者による代表戦を３分間１本勝負、 

勝敗が決するまで行う。 

    エ 決勝戦 

     （ア）試合は３分３本勝負、時間内で勝敗が決しない場合は、２分間の延長戦を１回のみ行う。 

        それでも勝敗が決しない場合は、引き分けとする。 

     （イ）勝者（チーム）の決定方法は次の通りとする。 

 a）「勝敗数」の多い方を勝者とする。 

       b）「勝者数」が同じ時は、「総取得本数」の多い方を勝者とする。 

       c）すべてが同じときは、登録選手７名の中から任意の代表者による代表者戦を３分間１本

勝負、延長戦を２分区切りで勝敗が決するまで行う。 

 

 



 （２）個人戦 

    ア トーナメント戦方式で優勝、２位、３位を決定する。なお３・４位決定戦は行わない。 

    イ 試合は３分３本勝負、延長戦を２分区切り勝敗が決するまで行う。 

 

 （３）竹刀 

    竹刀は、男女とも長さは１１４cm 以内、重さは男子４４０g 以上、女子４００g 以上、先皮の 

    太さは男子２５mm 以上、女子２４mm 以上、竹刀の先皮の長さは５０mm 以上で中結の位置 

    は剣先から全長の４分の１とする。また、先端より８cm 部分のちくとうの太さは男子２０mm 

    以上、女子１９mm 以上とする。尚、複数の竹刀を組み合わせた「合わせ竹刀」の使用も認め 

    ないこととし、計測・計量を行う。 

 

 （４）その他 

    ① 化学繊維竹刀の使用を認める。 

    ② アイガード、ポリカーボネート面の使用を認める。 

    ③ コロナウィルス感染防止対策として、マスクとマウスシールドのどちらかの使用を義務付 

ける。 

    ④ 出場選手は下記の要領で布製の名札を着用する。黒または紺地に白文字とし、学校名、また 

     は地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）名、氏名を明記する。 

    ⑤ 学校名の場合は「中」と表記（中等教育学校は、〇〇中等、〇〇 

     義務学校は〇〇義務、など）すること。 

    ⑥ 地域スポーツ団体等（地域クラブ活動）の場合は、その団体名等 

     を表記すること。 

    ⑦ チーム名は横書き、姓は縦書きとし、同姓の選手がいるときは、 

     名前の頭文字を入れること。解釈として、別の選手であることが確認 

     できること。 

 

１４．組み合わせ抽選 

    個人戦の組み合わせは大会実行委員会に一任し、団体戦の組み合わせは令和５年７月１４日（金） 

   午後１時より開催地事務局（稚内市：潮見が丘中学校）において主催者・開催地・専門委員長立ち 

   会いのもと公開で抽選を行う。公開抽選後、北海道中体連ホームページ、北海道中体連専門委員会 

   （Ｆａｃｅｂｏｏｋ）、開催担当校のホームページに掲載する。 

 

１５．表彰 

 （１）団体戦 

    ① 入賞は３位までとする。（３・４位戦は行わない。） 

    ② １位には優勝旗を授与する。（持ち回り） 

    ③ ３位までの入賞者全員にメダルを授与する。 

 （２）個人戦 

    ① 入賞は３位までとする。（３・４位は行わない。） 

    ② ３位までの入賞者全員にメダルを授与する。 

 

 

◯ ◯ 中 

△ 

△ 



１６．大会参加申込 

 （１）「大会参加申込書（用紙）」に黒字で楷書にて、所定の用紙に必要事項を記入し、校長または地域ス 

ポーツ団体等（地域クラブ活動）の代表者の承認を得て書留便にて各地区中体連事務局へ郵送す 

る。 

参加申し込み後の選手の変更は、原則認めない。 

 （２）各地区中体連事務局は、集約した「大会参加申込書（用紙）」を書留便にて申込先へ令和５年７月 

    １１日（火）までに必着で郵送する。 

 （３）各地区剣道専門委員長は、地区大会終了後、メール送信された「大会参加申込データ」に必要事項 

    を記入し、上記期日までに作成したデータをＥメールにて申込先へ送信すること。 

 （４）代表決定日の関係で、申し込みが締切日に間に合わない市・管内は、以下の手続きを行うこと。 

     ① 地区専門委員長は締切日前に開催地事務局に連絡する。 

     ② 代表決定後、直ちに市・管内代表全ての「大会参加申込データ」をＥメールで提出する。 

     ③ 「大会参加申込書（用紙）」を早急に郵送し、大会参加料を振り込む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１７．大会参加料 

（１）団体戦は１チームにつき２０，０００円とする。 

 （２）個人戦は１人につき、２，５００円とする。 

    大会参加料は、参加申込時に地区中体連一括で下記の口座に振り込むこと。 

     ＊振込手数料は、申込側で負担すること。 

 

 

 

 

 

１８．宿泊及び弁当 

 （１）指定宿泊及び弁当の紹介は行わない。 

 

 

 

 

 

 

 

【申込先】 

〒 ０９７－００１３ 

   北海道稚内市若葉台１丁目２２９０－７ 

    稚内市立潮見が丘中学校 内 

     北海道中学校剣道大会事務局 事務局長 平塚 貴広（ひらつか たかひろ）宛 

     ℡ ０１６２－３４－３３１５  Fax ０１６２－３２－１４９８ 

     E メール siocyu@apricot.ocn.ne.jp 

 

金融機関名  稚内信用金庫 富岡支店 普通預金 

口 座 番 号  ０１５８４００ 

口 座 名  第 44 回北海道中学校剣道大会 実行委員長 齊藤 康輔 

mailto:siocyu@apricot.ocn.ne.jp


１９．全国大会への参加 

   男女ともに、団体戦：優勝チーム、個人戦：優勝者及び準優勝者は北海道代表として全国大会への 

  参加が認められる。 

   申込締め切り日は７月３０日（日）となっている。 

   全国大会へ参加する際、宿泊について宿泊要領において実行委員会より斡旋されている場合は、斡 

  旋された宿泊施設を必ず利用すること。 

   ＊全国大会の締切日が、大会２日目となっているが、大会終了後専門委員長が全国大会事務局に連絡 

    を行う手はずとなっている。その後、直ちに各学校で正式に申込を完了すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０．個人情報の取り扱い 

 （１）大会参加者の氏名・所属・学年はプログラム、掲示板、ホームページ及び記録集「闘志と栄光の 

    軌跡」へ掲載するために利用する。 

 （２）選手の大会成績はホームページ及び記録集「闘志と栄光の軌跡」へ掲載するために利用する。 

 （３）選手の写真は、記録集「闘志と栄光の軌跡」へ掲載するために利用する。 

 （４）選手の生年月日は、年齢を確認するために利用する。 

 （５）引率者または監督の連絡先は大会運営のため、緊急を要する場合に利用する。 

 （６）実行委員会に認められた報道機関等によって撮影された映像が、中継、録画放送及びインターネ 

    ットにより配信されることがある。 

 

２１．新型コロナウィルス感染症等の拡大予防について 

 （１）参加者は、（公財）日本中学校体育連盟の全国中学校体育大会実施上の「インフルエンザ・コロナ 

    ウィルス感染症等に関わる対応について」並びにスポーツ庁、中央競技団体等が作成している新 

型コロナウィルス感染症の感染拡大防止に関するガイドラインを遵守し、大会に参加すること。 

 （３）大会実行委員会としても可能な限り感染防止対策を徹底した上で大会準備や大会運営に努めるが 

    参加者も大会期間中は各種ガイドラインに基づき、感染予防に努めること 

 （４）参加者は、大会前の感染予防や緊急時の体制づくりの観点から、大会前１週間の体調を所定の用 

    紙に毎日記入すること。 

 （５）チームや選手の出場停止等、新型コロナウィルス感染症の感染予防のために主催者が決めた措置 

    については、主催者の指示に従い、遵守すること。 

 （６）今後の新型コロナウィルス感染症の感染拡大によって、国や北海道などから大会開催についての 

    指導があった場合や、開催自治体などが当該地域において大会を開催することが難しいと判断し 

    た場合は、主催団体において大会の開催について改めて協議する。 

 

 

第５３階 全国中学校剣道大会 

□開催地 愛媛県 

□会 期 令和５年８月１８日（金）～２０日（日） 

□会 場 愛媛県武道館 愛媛県松山市市坪西町５５１ ℡ ０８９－９６５－３１１１ 

□事務局 〒７９０－０９４７ 松山市市坪南１丁目１－２０ 愛媛県松山市立椿中学校内 

     令和５年度全国中学校体育大会 

     第５３回全国中学校剣道大会事務局 富永 洋平 宛 

      



２２．その他 

 （１）大会期間中の負傷、疾病については、応急手当のみ行う。 

 （２）参加者は、稚内市内の医療機関を受診することを想定し、健康保険証を持参すること。 

 

２３．連絡先 

 （１）大会開催前（～７月２８日）と大会終了後（７月３１日～） 

 【申込先】 

〒 ０９７－００１３ 

   北海道稚内市若葉台１丁目２２９０－７ 

    稚内市立潮見が丘中学校 内 

     北海道中学校剣道大会事務局 事務局長 平塚 貴広（ひらつか たかひろ）宛 

     ℡ ０１６２－３４－３３１５  Fax ０１６２－３２－１４９８ 

     E メール siocyu@apricot.ocn.ne.jp 

 

mailto:siocyu@apricot.ocn.ne.jp

